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両辺に nA をかけると OAbcadAdaA nnn   )()( 12  

したがって、左下の成分について 0)()( 12   nnn cbcadcdac  (証明終) 

 

(2) 

2≧k とする。 

(1)より、任意の自然数 k について kkk cbcadcdac )()( 12    

kc と 1kc が p で割り切れるとき、 2kc は p で割り切れるのは明らかである。 

1kc と 2kc が p で割り切れるとき、 3kc は p で割り切れる。 

以下帰納的に、 ,, 54  kk cc は p で割り切れることが、順次わかる。 

 

また、 11 )()(   kkk cbcadcdac より、 bcad  は p で割り切れないから、 

kc と 1kc が p で割り切れるとき、 1kc は p で割り切れる。 

kc と 1kc が p で割り切れるとき、 2kc は p で割り切れる。 

以下帰納的に、 123 ,,, ccck  は p で割り切れることが、順次わかる。 

 

1c と 2c が p で割り切れるとき、以下帰納的に、 ,, 43 cc は p で割り切れることが、順次わかる。 

 

以上により、すべての自然数 nについて、 nc は p で割り切れる。(証明終) 


